

























































































いて、碧梧桐が同調者を増すための全国旅行に 、四度にわたって旅費を援助するほど後援につ めていた。その句仏の感化は彼が主宰することになった『懸葵』に及ぶこと なった。句仏の直接の影響はなくても、彼が主宰することになったころには、碧梧桐の新傾向俳句は俳壇の主流をな に至っていたのだった。
　
同じ子規門下で碧梧桐と双璧といえた高浜虚子は、子規のも
とめに応じて『ホトトギス』の編集発行をつづけて来たのだったが、夏目漱石の 我輩は猫である』 （一九〇五年）の成功以来、俳句よりはむしろ小説で購読者 関心をとらえる傾向にあった。このことは碧梧桐に厳しく批判されたのだったが 虚子は頓着する となく彼自身も 家を志すようになっていた。小説家にな は中学時代からの夢でも った。
　
虚子が徳富蘇峰が経営する国民新聞社に入社し、文芸部を設












































し、句仏、四明、水棹ら『懸葵』の幹部を歴訪してもい 。長年の無沙汰の挨拶を兼ねて『ホトトギス』再建の心づもりを披露しておくためであったろう。句仏や四明 地元京都にも手を伸ばすつもりでいた である。
　
国民新聞社を退職してしばらくのち、病を得て休養した虚子







トギス』には俳句と小説を載せること 二つの基本方針を明示した。明らか 碧梧桐を意識してであっ 。
　
碧梧桐は定型と季題に束縛されない自由律俳句を目差すよう

















その目的は明らかであった。京都 はじめ関西には、復活した『ホトトギス』雑詠欄の投句者が皆無にひとしかったのである。彼は王城ら古い門人を訪ね、規模の大小にかかわらず句会を持つなどした。 『ホトトギス』への投句者 募るこ が急務であった。
　
一九一五（大正四）年十月、京都を訪れた虚子は一ヵ月近く
滞在したのだ が、着いてまもない十月六日、彼は兵庫県丹波竹田村の酒造家西山白雲を訪ね、常のことながら王城が同行した。先の『鹿笛』二四一号（王城一周忌記念号）の鼎談で、白雲の弟野村泊月は、 「僕が王城君に逢ったのは 先生の御一行が丹波の白雲居を訪ねられ 時だったか、京都から随行して来た王城君を、その時に知ったわけなので 」と語っている。
　
泊雲は長男だったが家業を継ぐことを嫌い、何度か家出をし











いうことであったろう。 「俳諧堂」というのは『ホトトギス』発行所の副業として始めたものであった。小鼓 取り次ぎ販売開始は一九一五年六月で、この月 『ホトトギス』に大きくその広告が出され、虚子の とに出入りする俳人たちにも好まれ、小鼓はヒットしたのだった。
　
虚子が王城を伴って泊雲宅を訪ねるのは、この年の十月であ














































くはゲストも含まれていて、その俳人と収録句数は、鈴鹿野風呂四十二首、野村泊月二十三首、相馬虚吼十三首、高浜虚子十二首、大橋桜坡子十二首 西山泊雲十首、原石鼎五首、村上鬼城五首、田村木国五首、日野草城 首などで 王城の交際範囲がうかがえる。この中に、同じ京都であ がら大谷句仏ど『懸葵』同人の名が見られない（中川四明は一九一七年に亡くなっていた） 。一線を画すところがあったものと思われる。虚子の意向だっ かも知れない。作品が収録さ る俳人はすべて『ホトトギス』系である。
　
句集出版時の同人または同人と推定される作者とその収録作












































選者は田中王城である。この号に名を連ねている同人は、草場黙々、吉川雅喬、山中草兵衛、家生圭州、松田芒趾、金谷柳青、森桂樹楼、 紅朗、嘉藤成外（成街） 、内藤十夜、池尾ながし 近藤不彩 宮咲（宮崎）桐一、小口琅
?
子、菱田喜一
郎、安田源二郎、貞永金市、武田夢仙、繁本砕石、土江草径、藤原夜野火、北原常悦 中尾夢六郎、柳原静々居、西村凌霄花、穂北燦々、五十川湖石、藤 草園 の二十八名。王城は雑詠選者として別格の扱いになっている。
　
ちなみに、先に見た『続俳句講座』第八巻の『鹿笛』の項に

































































































ることは承知していた ろうし、それが刺激にもなったろう。王城に了解を求めもしたにちがいない。草城らの願望は京大三高俳句会 は機関誌がなかったからそれを持つことにあた。しかし、少人数である上に若い未経験者ばかりだったから、かねて ら指導と助言を得 来 紫雲郎ら三人の社会人にも加わってもらうことにしたのだろうと思う その点では野風呂や紫雲郎らは同じ同人 はいうものの顧問格 った。野風呂らにしてみれば、市井人が主体 なりそうな『鹿笛』はあっても、学生生徒は自治自立を好んだし、彼らが育つためにも独自の機関誌があっ いい、む ろあったほうがいいという思いがあったのではないか。
　
そうはいっても同じ『ホトトギス』系の僚友誌として、無用






号から三高生の山口誓子 加わっ た 、誓子はほどなく東大法学部に進学して水原秋桜子らと東大俳句会を復活することになるので、同人の期間は長くなかった。
　
武道専門学校での野風呂の教え子、西沢十七星、村田伊勢
寺、若林美入野らが京大三高俳句会に加わるのは『京鹿子』創刊の二年後からで、この会の月例句会の出席者は二十名を超えた。京大三高俳句会の最盛期であり、彼らは『京 子 の同人もしくは投句者であったし 句会の模様は創刊以来 京鹿子』に掲載された。
　
社会人である俳人の野村泊月や水野白川らが『京鹿子』の同



























「在京同人」というのはどういう顔ぶれか明らかでないが、創刊時からの経緯からすれば、草城や播水つまり学生生徒の同人が参画して当然である。しかし「編輯を終へて」にはそれをうかがわせる記述が見られない 西沢十七星は武道専門学校の卒業生であり、序文を寄せ 大阪住まいの草城は、編・編集直接には関与したとは思えない。 「編輯を終へて」の日付は
































人であり担い手であった水原秋桜子が、一九三一年十月、主宰誌『馬酔木』に「自然の真と文芸上の真」を発表して『ホトトギス』と決別し、主宰誌をこの号から独立させたことにあった。問題は虚子が、俳句は「花鳥風月を諷詠するにあり」と指導理念を鮮明に打ち出した一九二七年六 に溯るだろう。いま詳述するいとまはないが、秋桜子 客観写生をもって満足すべくもなくなっていたのである。 『ホトトギス』から自由になったことにより、自身の俳句観と実作をだれにはばかることなく発表し得ることになった。そのこ によって『馬酔木 の購読者・投句者は急増したのである。
　
草城にとって秋桜子は京大三高俳句会以来の盟友であった。
























































助」というのは会員のよ なものであろうか。他の項目には「援助の重なるもの」おそらく支援者の意味であろうが「賛助」と別の人たちではなさそうで、その名前を げているのは、日野草城、五十嵐播水、松尾いはほ 水野白川、高倉観崖、石井桐蔭、高崎雨城、長谷川素逝、福村青纓、谷口八重、渡辺こうみ、川端柳生、西沢 七星、若林美入野の十四名である。スペースの関係があるから他は省略されているかも知れない 草城や播水に関するかぎり客員といったところだったように思われる。作品をあまり寄せている様子 な 。
　













（３）粟津水棹「中川四明の追憶」 （ 『俳句講座』第八巻 　
改造社 　
一九三二年 　
所収）三五四頁
（４）清水貞夫『俳人四明覚書』私家版 　
一九九二年 　
五一―五二
頁
（５）粟津水棹 　
前掲書 　
三五六頁
（６）岩木躑躅・野村泊月・高浜年尾「躑躅、泊月に聴く鼎座談」
（ 『鹿笛』二四一号 　
一九四〇年）二四頁
（７）高浜虚子の京都とのかかわりについては、西村和子『虚子の
京都』角川書店、二〇〇四年を参考にしたところが多い。
（８）名和三幹竹「懸葵の人々とその主張」 （前場『俳句講座』第八
巻）二八―二九頁
（９）村山古郷『大正俳壇史』角川書店
一九八六年（六版） 　
六六
頁
（
10）山本三生編『続俳句講座』第八巻 　
改造社 　
一九三四年 　
二三六
（
11）田中常太郎編『鹿笛第一 集』太田昌栄堂 　
一九二四年 　
一
―二頁
（
12）前掲「躑躅、泊月に聴く鼎座談」二六頁
（
13）前掲『続俳句講座』第八巻 　
二三六頁
（
14）伊丹啓子 日野草城伝 沖積社
二〇〇〇年 　
四二頁。草城
に関して参考にしたところが多い。
（
15）伊丹啓子 　
同右 　
四三頁
（
16）鈴鹿野風呂編『京鹿子第一 集』水野武 　
一九二五年 　
別頁
一―二頁
（
17）伊丹啓子 　
前掲書 　
一三三頁
（
18）鈴鹿野風呂『俳諧日誌』巻一 　
京鹿子文庫 　
一九六三年 　
一〇頁
（
19）前掲『京 子第一句集』一頁
（
20）日野克修編『京鹿子第四句集』京鹿子発行所 　
一九三三年 　
一頁、克
よしのぶ
修は草城の本名。
（
21）田島和生『新興俳人の群像―「京大俳句」の光と影』思文閣出版 　
二〇〇五年 　
二四頁
（
22）前掲『続俳句講座』第八巻 　
二三二―二三三頁
（コウノ 　
ヒトアキ 　
ゲストスピーカー）
